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阿賀野川え～とこだより  第 34 号
阿賀野川え～とこだ！流域通信

×

　正式には「阿賀野川流域地域フィールドミュージアム事業」（略
称FM事業）と言い、阿賀野川流域の各地域が今も続く新潟水俣病と
向き合い、それを乗り越えるような「人と人の絆」や「人と自然の関
係」をつむぎ直すため、流域の住民・行政・民間団体が手を取り合
い、「新しい地域づくり」を目指して始まったプロジェクトです。

「阿賀野川え～とこだプロジェクト」とは？

https://aganogawa.info/
aganogawa@niigata.email.ne.jp
TEL.&FAX. 0250-68-5424
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２
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感
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が

続
き
そ
う
な
気
配
で
す
。こ
の
間
、社
会
の

様
々
な
領
域
が
こ
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
シ
フ
ト
な
ど
急
速
に
変
化

し
て
き
ま
し
た
。

　
今
号
で
も
特
集
し
て
い
る
よ
う
に
令
和
３

年
度
の
Ｆ
Ｍ
事
業（※

１
）に
お
い
て
も
、こ
れ

ま
で
の
バ
ス
ツ
ア
ー
や
対
面
式
イ
ベ
ン
ト
に

代
わ
る
新
し
い
試
み
と
し
て
、ジ
ン
バ
ル（※

２
）カ
メ
ラ
や
ド
ロ
ー
ン
を
駆
使
し
て
撮
影
し

た
阿
賀
野
川
の
動
画
を
眺
め
な
が
ら
、流
域
の

歴
史
や
現
在
を
多
角
的
に
解
説
し
て
い
く
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、様
々
な

方
々
か
ら
視
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、社
会
的
な
デ
ジ
タ
ル
シ
フ

ト
の
流
れ
が
さ
ら
に
加
速
し
つ
つ
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
の
変
化
に
合
わ
せ

て
、リ
ア
ル
と
デ
ジ
タ
ル
を
融
合
さ
せ
た
試
み

が
活
発
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。Ｆ
Ｍ
事
業
で

も
、こ
う
し
た
社
会
の
変
化
を
柔
軟
に
取
り
入

れ
な
が
ら
、今
後
も
新
し
い
地
域
再
生
の
推
進

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
次
を
見
据
え
た

地
域
再
生
を
模
索
す
る
た
め
に

社会の変化を柔軟に取り入れる地域再生を目指して

今号表紙の写真「津川付近の大河」
　阿賀野川が、麒麟山を挟んで支流の常浪川
と合流する地点を、ドローンから撮影した一
枚です。写真左側に阿賀町津川の家並みと、
「新河戸」と呼ばれる河港の跡、右側に麒麟橋
の赤い姿が見えます。

　第 34 号はいかがでしたでしょうか？ 
　新型コロナウイルスの流行が２年にわたって続いて
いるため、今年度は FM事業のツアーやイベントをオン
ライン配信の形式で開催して、様々な方々からご視聴い
ただき、誠に感謝申し上げます。
　令和４年度も新たな試みに挑戦してまいりますので、
10 月発行予定の次号もご期待ください！

第34号
2022.3.15

※１「阿賀野川え～とこだプロジェクト」のこと。詳細はＰ．８参照。 え～とこだよりのバックナンバーも見れます！

令和3年度パネル巡回展

　近年開催したイベントの成果を生かして、阿賀野
川流域の水との闘い・水の恵みを、下記のとおりま
とめたパネル作品です。

まだまだ
開催中！
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１

展示期間

9:00～16:00
30（水）312（土）3

～

道の駅「阿賀の里」

展示会場

※月曜日は休館日です。

展示期間

15（日）516（土）4
～

県立環境と人間のふれあい館

展示会場

9:30～16:30

※２動画を撮影するカメラの手ぶれを画期的に補正する機器


